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＜参考＞ 
 

１．国際勧告案との関連 
 

(1) 本標準は、ITU-T勧告 1998年版 G.704に準拠している。 

          

２．上記国際勧告等に関する追加項目等 
 

(1)  本標準は上記 ITU-T勧告に対し、下記の項目についての記述を削除している。 
 (a)  2048kbit/s、8448kbit/s及び 44736kbit/sインタフェースに関する事項。 

(b)  1544kbit/s インタフェースにおけるＦビット割り当て方法において、12 フレームマルチフレーム

に関する事項。 
 

(c) 64kbit/s 以外のチャネル用 1544kbit/s インタフェ－ス 及び 64kbit/s 以外の 6312kbit/s インタフェ

－スに関する事項。  

 上記項目(a)につき削除した理由は、1544kbit/s を 1 次群、6312kbit/s を 2 次群としたディジタルハイア

ラーキを採用している我が国の現状による。上記(a) については国内網間インタフェース上において将来的

に国際接続との関わりが生じる場合等があるものの本標準では削除している。次に項目(b)を削除した理由

は、1544kbit/s インタフェースのＦビット割り当て方法 2 種のうち方法 2 の 12 フレームマルチフレーム構

成ではＣＲＣビットが収容できず、ＩＳＤＮ構築に向けてのインタフェースとしては本ＣＲＣビットを包

含し得る方法 1 の 24 フレームマルチフレーム構成の方がより有用であることによる。次に項目(c)を削除し

た理由は、網間インタフェース上において、64kbit/s 以外のチャネルが 1544kbit/s インタフェ－ス及び

6312kbit/sインタフェ－スに使用されていない我が国の現状による。 

 

 

 

(2) 本標準は上記 ITU-T勧告に対し、下記の項目についての記述を変更している。 
  (a)2.1.3.3 ４kbit/s データリンク 

  上記項目を変更した理由は、網間インタフェース上において、1544kbit/s インタフェ－ス ４kbit/s デ－タ

リンクの LFAシ－ケンスのみが実際に使用されている我が国の現状による。 
 (3)本標準は上記 ITU-T勧告に対し、下記の項目についての記述を追加している。 
 (a) 付属資料 B シフトレジスタを用いた CRC 実施例（第２版 JT-G704 準拠） 

 (b) 付属資料 C 第２版 JT-G704 1544kbit/sインタフェ－ス 4kbit/s デ－タリンク 

  上記項目を追加した理由は、網間インタフェース上において、第２版 JT-G704 1544kbit/sインタフェース 

2kbit/s CRC 及び 4kbit/s デ－タリンク が実際に使用されている我が国の現状による。  
 

 ３．旧標準との関連 

(1) 第三版 標準は第二版 標準に対し、下記の項目についての記述を削除している。 

(a) 

(b) 

(c) 

64kbit/s以外のチャネル用 1544kbit/sインタフェ－ス 及び 64kbit/s以外の 6312kbit/sインタフェ－

スに関する事項。 

(2) 第三版 標準は第二版 標準に対し、下記の項目についての記述を変更している。 

(a) 2.1.3.2  2kbit/s ＣＲＣ 

2.1.3.3  4kbit/s データリンク 

付属資料 A シフトレジスタを用いたＣＲＣ実施例（1998年版 ITU-T G.704準拠） 

第三版 標準では、1544kbit/s インタフェ－スについて 1998 年度版 ITU-T G.704 準拠としたため、第

二版 標準より上記(a)、(b)及び(c)に関する記述を変更している。 
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  (3)第三版 標準は第二版 標準に対し、下記の項目についての記述を追加している。 

(a) 付属資料 B シフトレジスタを用いた CRC 実施例（第２版 JT-G704 準拠） 

(b) 付属資料 C 第２版 JT-G704 1544kbit/sインタフェ－ス ４kbit/s デ－タリンク 

(c) 付属資料 D 本標準で使用される略語リスト 

第二版 標準で規定されていた 1544kbit/s インタフェ－スに関しては、我が国の網間インタフェ－ス

上において第三版 標準で規定する 1544kbit/s インタフェ－スと共に実際に広く用いられているため、

付属資料 B及び付属資料 Cに差分のみ追記する。 

 

４．参考文献 
－ JT-G702   ディジタルハイアラーキのビットレート 

－ JT-G703   ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性 

－ JT-G711   音声周波数帯域信号の PCM符号化方式 

－ ITU-T X.50 Fundamental parameters of a multiplexing scheme for the international interface between 

synchronous data networks 

  
５．現勧告との章立て構成比較表 
上記国際勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 

 

ＴＴＣ標準 ITU-T勧告 備    考 

１章 本標準の規定範囲 １章  

２章 基本フレーム構成 ２章  

３章 1544kbit/s インタフェース

における 64kbit/s チャネル用フ

レーム構成 

３章 64kbit/s 以外のチャネル用 1544kbit/s イ

ンタフェースにおけるフレーム構成に

関する項目を削除 

４章 6312kbit/s インタフェース

における 64kbit/s チャネル用フ

レーム構成 

４章 64kbit/s 以外のチャネル用 6312kbit/s イ

ンタフェースにおけるフレーム構成に

関する項目を削除 

 ５章 全文削除 

 ６章 全文削除 

付属資料Ａ シフトレジスタを用

いた CRC実施例 

(1998年版 ITU-T G.704準拠) 

ANNEX A 2048kbit/s インタフェース用 CRC-4 手

順に関する項目を削除 

付属資料Ｂ シフトレジスタを用

いた CRC実施例 

(第２版 JT-G704準拠) 

 第 ２ 版  JT-G704 1544kbit/s インタ

フェース 2kbit/s CRC に関する項目を

追加 

付属資料Ｃ 第２版 JT-G704 準拠

1544kbit/s イ ン タ フ ェ ー ス 用

4kbit/sデータリンク 

 第 ２ 版  JT-G704 1544kbit/s インタ

フェース 4kbit/s デ－タリンクに関す

る項目を追加 

付属資料Ｄ 本標準で使用される

略語リスト 
ANNEX B 64kbit/s 以外のチャネル用 1544kbit/s イ

ンタフェ－ス  及び 64kbit/s 以外の

6312kbit/s インタフェ－スに関する項目

を削除 
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６．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 昭和６２年４月２８日 制  定 

第１.１版 

 

昭和６２年７月１５日 

 

付属資料(b)６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェース

用ＣＲＣ－５手順が脱落してたため挿入 

第２版 平成 元年４月２８日 CCITT 勧告準拠年号の変更等 

第３版 平成１４年５月３０日 標準保守に伴う改訂 

            

７．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

８．標準作成部門 
 第一部門委員会 第二専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．本標準の規定範囲 
 本標準は、1次群及び 2次群ディジタルハイアラーキインタフェースにおける同期フレームの基本フレー

ム構成、並びに 64kbit/sのビットレートのチャネルの収容方法について規定する。  

 第２章は、基本フレーム構成を扱い、フレーム長、フレーム同期信号、ＣＲＣ手順、その他の基本的事

項について述べる。 

 第３章からは、第２章で述べた基本フレーム構成の中で、64kbit/s のビットレートのチャネルをどのよう

に収容するかという、より具体的な事項について述べる。 

 上記のインタフェースの電気特性は、標準 JT-G703 に定める。 

 

注１：本標準は、広帯域信号（例：放送ＴＶ信号や多重化サウンドプログラム信号のように、ＩＳＤ

Ｎを直接経由しなくて済むもの）に対する非交換接続用インタフェースを通過する信号には、

必ずしも適用する必要は無い。サービスに使用可能なビットレートについては標準 JT-G702 の

付属資料も参照のこと。 

注２：本標準のフレーム構成は、ある種の保守信号、例えば障害時に送出される全“1”信号や、サー

ビス断時に伝送される信号等には適用されない。 

  

２．基本フレーム構成 
2.1 1544kbit/s インタフェースにおける基本フレーム構成 

2.1.1 フレーム長 

 1～193番の 193ビットである。フレーム繰り返し速度は、8000Ｈz である。 

 

2.1.2 Ｆビット 

 フレームの先頭ビットをＦビットと称し、フレーム同期、伝送路符号誤り特性の監視、データリンクに

使用する。 

 

2.1.3 Ｆビットの割り当て 

 マルチフレーム同期信号、ＣＲＣチェックビット、データリンクに対するＦビットの割り当てを表 2-

1/JT-G704に示す。 

 

2.1.3.1 マルチフレーム同期信号 

 ４フレーム毎のＦビットで、そのパターンは 001011である。 

 本マルチフレーム同期信号は、各フレームがマルチフレームの中でどこにあるかを示すために使用され

る。この結果、ＣＲＣ－6 符号やデータリンク情報を分離できる他、個別線信号を使用する場合には、シグ

ナリングを含むフレーム（フレーム番号 6,12,18,24）を区別できる。 

 

2.1.3.2 2kbit/s ＣＲＣ 

 ＣＲＣは、メッセージブロック毎に伝送路符号誤り特性の監視を行う手法であり、メッセージブロック

チェックビット（ＣＲＣ－6 ビット）転送用に第 2、6、10、14、18、22 フレームのＦビットを割り当てる。

即ち、メッセージブロックチェックビットｅ１ 、ｅ２ 、ｅ３ 、ｅ４ 、ｅ５ 、ｅ６ は、表 2-1/JT-G704 に示

す通り、マルチフレームにおいて、第 194、966、1738、2510、3282、4054ビットにそれぞれ置かれる。 

 

 ＣＲＣメッセージブロック（ＣＭＢ）は第 1フレームの第 1ビットから第 24 フレームの第 193 ビットま

での 4632 ビットのシーケンスであり、マルチフレームと一致する。Ｎ番目ＣＭＢはＮ番目マルチフレーム

の第 1 ビットから始まり、第 4632 ビットで終了する。マルチフレーム中のＣＲＣビット群のうち、最初に
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伝送されるものがＣＭＢ多項式のＭＳＢである。 

 ＣＲＣ－6ビットの演算は、以下の方法による。 

 Ｎ＋１番目のマルチフレームにおいて伝送されるチェックビット列ｅ１ ～ｅ６ は、Ｎ番目のＣＭＢ（Ｆ

ビットは 1 に置き換えられる）を生成多項式Ｘ６＋Ｘ＋1 で除した（モジｭ ロ 2 ） の余りである。ｅ１ が、

余りのＭＳＢ、ｅ６ がＬＳＢを示す。 

 

 

 受信側では、受信したＣＭＢに対し、上述の除算を施し、その余りを次の受信マルチフレーム中のＣＲ

Ｃ－6 チェックビット（ｅ１ ～ｅ６ ）とビット毎に比較する。伝送誤りがなければ、比較したチェック

ビットと等しいはずである。 

 

2.1.3.3 4kbit/s データリンク 

 マルチフレーム（表 2-1/JT-G704）のフレーム番号 1 から始まり、ひとつおきのフレームのＦビットが

4kbit/s データリンクを構成する。このデータリンクは、1 次群ハイアラーキの端局間の通信パスを提供し、

フレーム同期外れ警報シーケンスが含まれよう。 

 

 
  フレーム同期外れ警報シーケンスは、フレーム同期外れ（ＬＦＡ）状態を検出したときに使用する。

自局Ａでフレーム同期外れ状態を検出したならば 16 ビットＬＦＡシーケンスを 4kbit/s データリンクの

（ｍ）ビットを通じて連続的に対局Ｂへ伝送する。 
 

  ＬＦＡシーケンスは、(1111111100000000)である。  
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 表２－１／JT-G704  24フレーム マルチフレームの構成 

（ITU-T G.704）  

           

 

 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 

 

Ｆ ビ ッ ト 

 

各チャネルタイム 

スロットにおける 

ビット番号 

 

信号 

(ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ)

ﾌﾚｰﾑ番号 
 

マルチフレーム 

 

割  当 
 

符号語用

信号 

(ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ) 

ﾁｬﾈﾙ呼称 

 ビット番号 FAS DL CRC  用  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

1 

194 

387 

580 

773 

966 

1159 

1352 

1545 

1738 

1931 

2124 

2317 

2510 

2703 

2896 

3089 

3282 

3475 

3668 

3861 

4054 

4247 

4440 

－ 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

－ 

1 

－ 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

－ 

1 

－ 

－ 

－ 

1 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

m 

- 

－ 

e１ 

－ 

－ 

－ 

e２ 

－ 

－ 

－ 

e３ 

－ 

－ 

－ 

e４ 

－ 

－ 

－ 

e５ 

－ 

－ 

－ 

e６ 

－ 

－ 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-7 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-7 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-7 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-8 

1-7 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

8 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

8 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

8 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

8 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

D 

 

FAS ： フレーム同期信号 

DL ： ４kbit/sデータリンク（メッセージビット m） 

CRC ： ＣＲＣ－6（チェックビットｅ１ …ｅ６ ） 
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2.2 6312kbit/s インタフェースにおける基本フレーム構成 

2.2.1 フレーム長 

 各フレームに含まれるビット数は 789である。フレーム繰り返し速度は 8000Ｈz である。 

 

2.2.2 Ｆビット 

 フレームの最後の 5 ビットをＦビットと呼び、フレーム同期、伝送路符号誤り特性監視、データリンク

に使用する。 

 

2.2.3 Ｆビットの割り当て 

 Ｆビットの割り当てを、表 2-2/JT-G704 に示す。 

 

表 2-2/JT-G704  Ｆビットの割り当て 

( ITU-T G. 704)  

 

 ビ ッ ト 番 号 

 785 786 787 788 789 

１ 

２ 

３ 

４ 

1 

1 

x 

e１ 

1 

0 

x 

e２ 

0 

1 

x 

e３ 

0 

0 

a 

e４ 

m 

0 

m 

e５ 

フレーム番号 

 

m ：データリンクビット 

a ：対局警報ビット(１状態＝警報, ０状態＝非警報) 

eｉ ：ＣＲＣ－5チェックビット  (i=1～5) 

x ：予備ビット、未使用時１ 

 

 

2.2.3.1 フレーム同期信号 

 フレーム及びマルチフレーム同期信号は 110010100 で、第 1 フレームの第 789 ビットを除く第１フレー

ム及び第２フレームのＦビット上に置く。 

 

2.2.3.2 ＣＲＣ 

 ＣＲＣメッセージブロック（ＣＭＢ）は、第 1フレームの第 1ビットから始まり、第 4フレームの第 784

ビットで終わる連続した 3151 ビットのシーケンスである。メッセージブロックチェックビット（ＣＲＣ－

5 ビット）ｅ１ 、ｅ２ 、ｅ３ 、ｅ４ 、ｅ５ は、表 2-2/JT-G704 に示す通り、マルチフレームの最後の 5

ビットに置く。Ｎ番目マルチフレームにおいて伝送されるチェックビット列ｅ１ ～ｅ５ は、Ｎ番目のＣＭ

ＰにＸ５を乗じ、しかる後に生成多項式Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１で除した（モジュロ 2）の余りである。 

 最初のチェックビット( ｅ１ )が余りのＭＳＢであり、最後のチェックビット( ｅ５ )がＬＳＢである。各

マルチフレームは、対応するＣＭＢに対して生成したＣＲＣ－5チェックビットを含む。 

 受信側では、もしも伝送誤りが無ければ、連続 3156 ビットの入力シーケンス（すなわち 3151 ビットの

ＣＭＢと 5ビットのＣＲＣ）を生成多項式で除した時の余りが 00000となるはずである。 
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2.2.3.3 ４kbit/s データリンク 
  表 2-2/JT-G704 に示したｍビットは、データリンクビットとして使用する。このビットは、6312kbit/s

ディジタルパスに関連させた４kbit/sのデータ伝送に使用できる。  

 

2.2.3.4 対局警報表示 

 自局Ａでフレーム同期外れ状態を検出したならば、表 2-2/JT-G704 に示す対局警報信号ビットを対局Ｂ

に伝送する。 

 

 ３．1544kbit/sインタフェースにおける 64kbit/sチャネル用フレーム構成 
3.1 64kbit/sチャネル用の 1544kbit/sインタフェース 

 
 3.1.1 フレーム構成 

3.1.1.1 64kbit/sチャネルタイムスロット当たりのビット数 
  1～8番の 8ビットである。 

 
 

3.1.1.2 フレーム当たりの 64kbit/sチャネルタイムスロット数 

  基本フレームの第 2～193 ビットは、1～24 番の 24 個のオクテットインターリーブ 64kbit/s チャネルのタ

イムスロットに割りあてる。フレーム当り 1 ビット（Ｆビット）をフレームの先頭に付加し、フレーム同

列信号及びその他の信号に用いる。 

 

 

3.1.1.3 Ｆビットの割り当て 

 2.1.3を参照のこと。 

 

 3.1.2 64kbit/sチャネルタイムスロットの使用法 

 各 64kbit/sチャネルタイムスロットに、本 TTC 標準 JT-G711 に従うＰＣＭ符号化音声帯域信号、または

64kbit/sまでの速度のデータ情報を収容することができる。 

 

 
 

3.1.3 シグナリング 

 3.1.3.1及び 3.1.3.2 に示す２種の方法のいずれかを用いる。 

 

3.1.3.1 共通線信号 
  64kbit/sの共通線信号用に、64kbit/sチャネルタイムスロット 1個を使用する。 

 

3.1.3.2 個別線信号 
  表 2-1/JT-G704 に示す通り、マルチフレーム中には、4 つの異なるシグナリングビット（Ａ，Ｂ，Ｃ，

Ｄ）がある。この個別線信号は、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4 つの独立した 333bit/s のシグナリングチャネル、Ａ

とＢの 2 つの独立した 667bit/s のシグナリングチャネル (注) 、または 1 つの 1333bit/s シグナリングチャ

ネルとして使用することができる。 

 

 

 

 

注： 次のような対応付けを行う。Ｃ＝Ａ、Ｄ＝Ｂ。 
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４．6312kbit/sインタフェースにおける 64kbit/sチャネル用フレーム構成 
4.1 64kbit/sチャネル用の 6312kbit/sインタフェース 

4.1.1 フレーム構成 

4.1.1.1 64kbit/sチャネルタイムスロット当たりのビット数 

 1～8番の 8ビットである。 

 

4.1.1.2 フレーム当たりの 64kbit/sチャネルタイムスロット数 

 基本フレームの第 1～784 ビットは、1～98 番の 98 個のオクテットインターリーブ 64kbit/s チャネルタイ

ムスロットに割りあてる。各基本フレームの第 785～789 ビットはＦビットと称しフレーム同期信号及びそ

の他の信号に用いる。 

 

4.1.1.3 Ｆビットの割り当て 

 表 2.2.3 を参照のこと。 

 

4.1.2 64kbit/sチャネルタイムスロットの使用法 

 各 64kbit/s チャネルタイムスロットは、本ＴＴＣ標準 JT-G711 に従うＰＣＭ符号化音声帯信号または、

64kbit/s までの速度のデータ情報を収容することができる。64kbit/s チャネルタイムスロット番号 97、98 は

シグナリングに用いてもよい。 

 

4.1.3 シグナリング 

4.1.3.1 共通線信号 

 64kbit/sチャネルタイムスロット番号 97及び 98を共通線信号に当てる方法は検討中である。 

 

4.1.3.2 個別線信号 

(1)  シグナリングビットの割り当て 

 基本フレームの第 769～784 ビットをシグナリングビットに割り当てて、これらをＳＴ1～ＳＴ16

と呼ぶ。1 つのＳＴｉビット（ｉ＝1～16）は、第ｉ、16＋ｉ、32＋ｉ、48＋ｉ、64＋ｉ、80＋ｉ番

目の 6 つのチャネルタイムスロットに対応するシグナリング情報を表 2-3/JT-G704 に示すＳ１ 、Ｓ２ 

……Ｓ６ 、にそれぞれ収容する。 

(2)  シグナリングマルチフレーム構成 

 各ＳＴビットは、表 2-3/JT-G704 に示す 8 フレームにわたる独立したシグナリングマルチフレー

ムの形をとる。 
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表 2-3/JT-G704 シグナリングマルチフレーム構成 
 

( ITU-T G. 704)  

フレーム番号 n+１ n+２ n+３ n+４ n+５ n+６ n+７ n+８ 

 

ＳＴビット 

使 用 法 

 

Fs 

 

 

S1 

 

 

S2 

 

 

S3 

 

 

S4 

 

 

S5 

 

 

S6 

 

 

Sp 

 

 

 

 

 

（注１） 

 

 

（注２） 

 

 

（注４） 

 

 

 注 1：Ｆｓビットは 0，1の交番、又は下記の 48ビットのディジタルパターン。 

 

Ａ101011011 0000011001 1010100111 0011110110 10000101  

 

 48 ビットのディジタルパターンを用いる場合、“Ａ”ビットは通常“1”に固定し、オプション

用に確保する。このパターンは、下記の原始多項式に従って生成されたものである。（ ITU-T 

勧告 X.50参照）  

Ｘ７＋Ｘ４＋１ 

 注 2：Ｓｊ ビット（ｊ＝1～6）は、個別線信号又は、保守情報を運ぶのに用いる。 

Ｆｓフレーム同期信号としての 48 ビットパターンを用いるときは、各Ｓｊ ビット（ｊ＝1～6）

は、下記のようなマルチフレームを組むことができる。 
 

 
Ｓｊ１、Ｓｊ２、……Ｓｊ１２ 

 Ｓｊ１ビットは、48 ビットパターンと同じ原始多項式に従って生成された下記の 16 ビットのフ

レーム同期パターンとする。 

Ａ011101011011000  
 Ａビットは通常“1”に固定し、オプション用に確保する。 
 各Ｓｊｉ（ｉ＝2～12）は、サブレート回線の個別線信号又は 1つの保守情報を運ぶのに用いる。 

注 3：ＳＴビット（Ｆｓ、Ｓ1、……Ｓ6、及びＳｐ）を、全て“1”にすることにより、6 つの 64kbit/s

チャネル群に対する警報表示信号（ＡＩＳ）に当てる。 
 
 

注 4：Ｓｐビットは通常、“1”に固定。6つの 64kbit/sチャネル群に対する対局ＡＩＳを送る場合、Ｓ

ｐビットを“0”にする。 
 

 

Ｄ  
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付属資料Ａ 
シフトレジスタを用いたＣＲＣ実施例（1998年版 ITU-T G.704準拠） 

 

A.1 1544kbit/sインタフェース用ＣＲＣ－６手順（2.1.3.2参照） 

 

入力：Ｆビットを”1”に設定したＮ番目ＣＭＢ  生成多項式：Ｘ６＋Ｘ＋１ 

T1518730-95

1

D

2

D

3

D

4

D

5

D

6

DI

 
図 A.1/JT-G704 1544kbit/sインタフェース用 CRC-6手順 

(ITU-T G.704) 

 

 マルチフレームビット番号１（表 2-1/JT-G704 参照）から始まるＣＭＢを本回路のＩからシリアルに

（すなわち１ビットずつ）入力する。ＣＭＢの最後のビット（マルチフレームビット番号４６３２）がシ

フトレジスタに入力された時、ＣＲＣビットｅ１ ～ｅ６ が出力１～６において得られる。（出力１はＭＳ

Ｂのｅ１ を、出力６はＬＳＢの e６に対応する。) ビットｅ１ ～ｅ６ を次のＣＭＢで伝送する（表 2-1/JT-

G704 参照）。 

 

 注：シフトレジスタ各段の出力（１～６）は、各ＣＭＢの後に０にリセットすること。 
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A.2 6312kbit/s インタフェース用ＣＲＣ－５手順（2.2.3.2 参照） 

入力：Ｎ番目のＣＭＢ 生成多項式：Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１ 

T1518740-95

1

D

2 3

D

4

D

5

DDI

 
図 A.2/JT-G704 6312kbit/sインタフェース用 CRC-5手順 

(ITU-T G.704) 

 フレーム番号１のビット番号１（表 2-2/JT-G704 参照）から始まるＣＭＢを本回路のＩからシリアル

（すなわち１ビットずつ）入力する。フレーム番号４のビット番号７８４がシフトレジスタに入力された

時、ＣＲＣビットｅ１ ～ｅ５ が出力１～５において得られる。（出力１はＭＳＢのｅ１ を、出力５はＬＳ

Ｂのｅ５ に対応する。) ビットｅ１ ～ｅ５ を対応するマルチフレームにて伝送する（表 2-2/JT-G704 参

照）。 

 

 注：シフトレジスタの各段出力（１～５）は、各ＣＭＢの後に０にリセットすること。 
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付属資料Ｂ 
シフトレジスタを用いたＣＲＣ実施例（第２版 JT-G704準拠） 

 

B.1 1544kbit/sインタフェース用ＣＲＣ－６手順(第２版 JT-G704における 24フレーム構成の場合) 

 

入力：Ｎ番目ＣＭＢ    生成多項式：Ｘ６＋Ｘ＋１ 
 
 
 

54 3 2 1

D DD DD D + + I 

 

 

 

 

 

図 B.1/JT-G704 1544kbit/sインタフェース用 CRC-6手順

 

 マルチフレームビット番号１（表 2-1/JT-G704 参照）から始まる

（すなわち１ビットずつ）入力する。このとき、F ビットへの”1”の

ト（マルチフレームビット番号４６３２）がシフトレジスタに入力さ

出力１～６において得られる。（出力１はＭＳＢのｅ１ を、出力６は

～ｅ６ を次のＣＭＢで伝送する（表 2-1/JT-G704 参照）。 

 

 注：シフトレジスタ各段の出力（１～６）は、各ＣＭＢの後に０に

 － 15 － 
6

(第２版 JT-G704準拠

ＣＭＢを本回路のＩか

挿入は行わない。ＣＭ

れた時、ＣＲＣビット

ＬＳＢの e６に対応する

リセットすること。 
 

) 

らシリアルに

Ｂの最後のビッ

ｅ１ ～ｅ６ が

。) ビットｅ１ 
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付属資料Ｃ 
第２版 JT-G704準拠 1544kbit/sインタフェース用 4kbit/sデータリンク 

 

C.1 1544kbit/sインタフェース用 4kbit/sデータリンク 

 マルチフレーム（表 2-1/JT-G704）のフレーム番号１から始まり、ひとつおきのフレームのＦビットが４

kbit/s データリンクを構成する。このデータリンクは、１次群ハイアラーキの端局間の通信パスを提供し、

フレーム同期外れ警報シーケンスが含まれよう。 

 

 フレーム同期外れ警報シーケンスは、フレーム同期外れ（ＬＦＡ）状態を検出したときに使用する。自

局Ａでフレーム同期外れ状態を検出したならば１６ビットＬＦＡシーケンスを４kbit/s データリンクの

（ｍ）ビットを通じて連続的に対局Ｂへ伝送する。 

 ＬＦＡシーケンスは、(1111111111111111)である。 
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付属資料Ｄ 
本標準で使用される略語リスト 

 

AIS 警報表示信号  Alarm Indication Signal 

CRC 巡回冗長検査  Cyclic Redundancy Check 

DL データリンク  Data Link 

FAS フレーム同期信号  Frame Alignment Signal 

LFA フレーム同期はずれ  Loss of Frame Alignment 
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